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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機器本体の内部に、レバースイッチが搭載された基板が配備され、前記レバースイッチ
は、スイッチ本体と、該スイッチ本体に対して少なくとも一方向へのレバー操作が可能な
レバー部とを具え、機器本体の表面には、該表面に前記レバー部を露出させるべき窓が形
成されている電子機器において、前記機器本体には、前記基板のレバースイッチが搭載さ
れている表面側の位置に板部材が固定され、該板部材には、レバースイッチのスイッチ本
体を収容して該スイッチ本体を拘持する開口が形成される一方、前記基板は機器本体に対
して固定されていないことを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記レバースイッチのレバー部の先端にはキートップが取り付けられており、前記板部
材の前記基板とは反対側の表面には、前記レバースイッチのレバー部が貫挿されるべき第
２の開口が形成されたラバー部材が配備され、該ラバー部材の表面には第２の開口を包囲
する隆起部が形成されて、該隆起部の先端がキートップの裏面に接触している請求項１に
記載の電子機器。
【請求項３】
　前記機器本体の同じ表面領域に、前記レバースイッチと共に画像表示部が配備されてお
り、該画像表示部の表面には、前記機器本体の表面の少なくとも一部を構成する表面構成
部材の一部が重なり、前記板部材の一部が、互いに重なった表面構成部材と画像表示部の
表面との間に介在している請求項１又は請求項２に記載の電子機器。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯電話機等、レバースイッチを具えた電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の電子機器においては、レバースイッチは、スイッチ本体と、該スイッチ本体に
対して多方向へのレバー操作が可能なレバー部とから構成され、機器本体の表面を構成す
るキャビネットには、該表面にレバー部を露出させる窓が形成されている（特許文献１参
照）。ここで従来は、レバースイッチのスイッチ本体が、機器本体の内部に配備されてい
る基板に搭載されており、該基板は機器本体に対して固定されていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２７７０３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の電子機器の如く基板が機器本体に対して固定されていると、レバ
ースイッチが基板上の所定の位置からずれて取り付けられていた場合、レバースイッチの
レバー部がキャビネットの窓内の所定の位置からずれて配置されることになり、外観の見
た目が悪くなる問題があった。
　又、レバー部が窓内の所定の位置からずれて配置されると、レバー部と窓の内壁との間
のクリアランスが小さくなって、レバー操作に支障をきたす問題があった。
【０００５】
　そこで本発明の目的は、レバー操作に支障が生じ難い電子機器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る電子機器は、機器本体の内部に、レバースイッチが搭載された基板が配備
され、前記レバースイッチは、スイッチ本体と、該スイッチ本体に対して少なくとも一方
向へのレバー操作が可能なレバー部とを具え、機器本体の表面には、該表面に前記レバー
部を露出させるべき窓が形成されている。ここで、前記機器本体には、前記基板のレバー
スイッチが搭載されている表面側の位置に板部材が固定され、該板部材には、レバースイ
ッチのスイッチ本体を収容して該スイッチ本体を拘持する開口が形成される一方、前記基
板は機器本体に対して固定されていない。
【０００７】
　上記電子機器においては、基板が機器本体に対して固定されていないので、レバースイ
ッチが基板上の所定の位置からずれて取り付けられている場合でも、電子機器の組み立て
工程において、レバースイッチが所定の位置からずれている分だけ基板をずらすことによ
り、レバースイッチのスイッチ本体は板部材の開口に拘持されることになり、これによっ
てレバースイッチの位置は必ず板部材の開口の位置に修正されることになる。従って、レ
バースイッチのレバー部は、必ず窓内の所定の位置に配置されることになる。よって、上
記電子機器は、外観の見た目が良く、又、レバー操作に支障が生じ難い。
【０００８】
　上記電子機器の具体的構成において、前記レバースイッチのレバー部の先端にはキート
ップが取り付けられており、前記板部材の前記基板とは反対側の表面には、前記レバース
イッチのレバー部が貫挿されるべき第２の開口が形成されたラバー部材が配備され、該ラ
バー部材の表面には第２の開口を包囲する隆起部が形成されて、該隆起部の先端がキート
ップの裏面に接触している。
【０００９】
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　該具体的構成によれば、キートップがラバー部材の隆起部によって裏面側から支持され
ることになるので、キートップはぐらつき難い。よって、上記電子機器は、レバースイッ
チに関して高い操作性を有することになる。
　又、キートップの裏面にラバー部材の隆起部が接触しているので、レバースイッチ又は
その周囲に水が付着した場合でも、ラバー部材の第２の開口には水が浸入し難い。よって
、上記電子機器は、防水機能を有することになる。
【００１０】
　上記電子機器の他の具体的構成において、前記機器本体の同じ表面領域に、前記レバー
スイッチと共に画像表示部が配備されており、該画像表示部の表面には、前記機器本体の
表面の少なくとも一部を構成する表面構成部材の一部が重なり、前記板部材の一部が、互
いに重なった表面構成部材と画像表示部の表面との間に介在している。
【００１１】
　該具体的構成によれば、電子機器が落下等することにより表面構成部材に外力が加わっ
た場合でも、該外力が板部材によって受け止められるので表面構成部材は変形し難く、従
って表面構成部材が画像表示部の表面に接触することによって発生することになる画像表
示部の損傷が防止されることになる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る電子機器によれば、レバー操作に支障が生じ難い。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本発明の一実施形態に係るスライド式携帯電話機について、２つのキャ
ビネットが閉じ位置に設定された状態を示した斜視図である。
【図２】図２は、上記スライド式携帯電話機について、２つのキャビネットが開き位置に
設定された状態を示した斜視図である。
【図３】図３は、上記スライド式携帯電話機の分解斜視図である。
【図４】図４は、上記スライド式携帯電話機において、板部材の表面を露出させて示した
斜視図である。
【図５】図５は、上記スライド式携帯電話機において、ラバー部材の表面を露出させて示
した斜視図である。
【図６】図６は、図２に示されるＡ－Ａ線に沿う断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明をスライド式携帯電話機に実施した形態につき、図面に沿って具体的に説
明する。
　本発明の一実施形態に係るスライド式携帯電話機は、図１及び図２に示す如く、第１キ
ャビネット(11)と第２キャビネット(12)とを互いにスライド可能に連結して構成された機
器本体(１)を具え、第１キャビネット(11)の表面には、シートキーによって構成された第
１操作部(13)が配備される一方、第２キャビネット(12)の表面には、レバースイッチ(２)
を含む第２操作部(14)と液晶表示部(15)とが配備されている。
【００１５】
　第２操作部(14)には更に複数のプッシュスイッチ(61)～(61)が含まれている。第２キャ
ビネット(12)には、第２操作部(14)を覆うカバー部材(３)が配備されており、カバー部材
(３)の一部が、図１に示す如く液晶表示部(15)の表面に重なっている。
　又、カバー部材(３)には、レバースイッチ(２)をカバー部材(３)の表面に露出させるた
めの第１の窓(31)と、複数のプッシュスイッチ(61)～(61)をカバー部材(３)の表面に露出
させるための複数の第２の窓(32)～(32)とが形成されている。
【００１６】
　斯くして、第１及び第２キャビネット(11)(12)の露出した表面とカバー部材(３)の表面
とによって、機器本体(１)の表面が形成されている。
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【００１７】
　第１及び第２キャビネット(11)(12)が互いにスライドすることにより、機器本体(１)は
、図１に示す如く両キャビネット(11)(12)が閉じて第１操作部(13)が第２キャビネット(1
2)によって被覆された閉じ位置と、図２に示す如く両キャビネット(11)(12)が開いて第１
操作部(13)が露出した開き位置との間で相対移動すること可能である。
　閉じ位置においては第２操作部(14)の操作が可能となり、開き位置においては第１操作
部(13)と第２操作部(14)の両方の操作が可能となる。
【００１８】
　図３に示す様に、第２キャビネット(12)の内部には基板(４)が配備されており、該基板
(４)の表面にレバースイッチ(２)が搭載されている。ここで、基板(４)は、図６に示す如
く、第２キャビネット(12)内に存在する設置面(16)に載置され、第２キャビネット(12)に
対して固定されていない。
【００１９】
　レバースイッチ(２)は、基板(４)の表面に固定された直方体状のスイッチ本体(21)と、
該スイッチ本体(21)に取り付けられたレバー部(22)とを具え、レバー部(22)は、スイッチ
本体(21)に対して上下左右の４方向へのレバー操作が可能であると共に、スイッチ本体(2
1)へ向けてのプッシュ操作が可能である。
　又、レバー部(22)の先端にはキートップ(23)が取り付けられている。キートップ(23)は
、図１に示す様に第１の窓(31)内に収容され、これにより第１の窓(31)を通じてカバー部
材(３)の表面に露出している。
【００２０】
　図３に示す様に、第２キャビネット(12)の内部には更にマグネシウム合金製の板部材(
５)が配備され、該板部材(５)は、基板(４)のレバースイッチ(２)が搭載されている表面
側の位置にて、第２キャビネット(12)に複数のネジ部材(52)～(52)によって固定されてい
る。そして、板部材(５)には、図４に示す如くレバースイッチ(２)のスイッチ本体(21)を
収容して該スイッチ本体(21)を拘持する四角形状の開口(51)が形成されている。
　ここで、板部材(５)の開口(51)は、該開口(51)にスイッチ本体(21)が収容されたとき、
第１の窓(31)内の中心位置にレバー部(22)が配置されることとなる位置に設けられている
。
【００２１】
　又、板部材(５)の一部(53)が、図４に示す様に液晶表示部(15)の表面を覆っており、こ
れにより図６に示す様に、互いに重なったカバー部材(３)と液晶表示部(15)の表面との間
に板部材(５)の一部(53)が介在することとなっている。
【００２２】
　図３に示す様に、板部材(５)の基板(４)とは反対側の表面にはラバー部材(６)が配備さ
れており、上記複数のプッシュスイッチ(61)～(61)は該ラバー部材(６)の表面に形成され
ている。又、ラバー部材(６)には更に、レバースイッチ(２)のレバー部(22)が貫挿される
べき開口(62)が形成されており、図５に示す様にキートップ(23)は、ラバー部材(６)の表
面側の位置にてレバー部(22)の先端に取り付けられている。
【００２３】
　図３及び図６に示す様に、ラバー部材(６)の表面には開口(62)を包囲する隆起部(63)が
形成されており、該隆起部(63)の先端はキートップ(23)の裏面に接触している。
【００２４】
　上述したスライド式携帯電話機においては、基板(４)が第２キャビネット(12)に対して
固定されていないので、レバースイッチ(２)が基板(４)上の所定の位置からずれて取り付
けられている場合でも、スライド式携帯電話機の組み立て工程において、レバースイッチ
(２)が所定の位置からずれている分だけ基板(４)をずらすことにより、レバースイッチ(
２)のスイッチ本体(21)は板部材(５)の開口(51)に拘持されることになり、これによって
レバースイッチ(２)の位置は必ず板部材(５)の開口(51)の位置に修正されることになる。
【００２５】
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　ここで、板部材(５)の開口(51)は、該開口(51)にスイッチ本体(21)が収容されたとき、
第１の窓(31)内の中心位置にレバースイッチ(２)のレバー部(22)が配置されることとなる
位置に設けられているので、レバー部(22)は、必ず第１の窓(31)内の中心位置に配置され
ることになる。よって、上記スライド式携帯電話機は、外観の見た目が良く、又、レバー
操作に支障が生じ難い。
【００２６】
　又、上記スライド式携帯電話機においては、ラバー部材(６)の隆起部(63)がキートップ
(23)の裏面に接触しているので、キートップ(23)は該隆起部(63)によって裏面側から支持
されることになる。よって、キートップ(23）はぐらつき難く、その結果、上記スライド
式携帯電話機は、レバースイッチ(２)に関して高い操作性を有することになる。
【００２７】
　更に、キートップ(23)の裏面にラバー部材(６)の隆起部(63)が接触することにより、レ
バースイッチ(２)又はその周囲に水が付着した場合でも、ラバー部材(６)の開口(62)には
水が浸入し難く、その結果、上記スライド式携帯電話機は防水機能を有するにことになる
。
【００２８】
　更に又、上記スライド式電子機器においては、互いに重なったカバー部材(３)と液晶表
示部(15)の表面との間に板部材(５)の一部(53)が介在しているので、スライド式携帯電話
機が落下等することによりカバー部材(３)に外力が加わった場合でも、該外力が板部材(
５)によって受け止められることになる。よって、カバー部材(３)は変形し難く、従って
カバー部材(３)が液晶表示部(15)の表面に接触することによって発生することになる液晶
表示部(15)の損傷が防止されることになる。
【００２９】
　尚、本発明の各部構成は上記実施形態に限らず、特許請求の範囲に記載の技術的範囲内
で種々の変形が可能である。例えば、レバースイッチ(２)には、４方向のレバー操作が可
能なものに限らず、１方向或いは多方向のレバー操作が可能な種々のレバースイッチを用
いることが出来る。
【００３０】
　又、上記スライド式携帯電話機に採用した各種構成は、レバースイッチを具えた種々の
電子機器に適用することが出来る。
【符号の説明】
【００３１】
　(１)　機器本体
　(11)　第１キャビネット
　(12)　第２キャビネット
　(15)　液晶表示部（画像表示部）
　(２)　レバースイッチ
　(21)　スイッチ本体
　(22)　レバー部
　(23)　キートップ
　(３)　カバー部材（表面構成部材）
　(31)　第１の窓
　(４)　基板
　(５)　板部材
　(51)　開口
　(６)　ラバー部材
　(62)　開口（第２の開口）
　(63)　隆起部
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